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六

施
行
期
日
等

１

検
討政

府
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
五
年
を
目
途
と

し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
各
法
律
（
以

下
「
改
正
後
の
各
法
律
」
と
い
う
。）の
施
行
の
状

況
等
を
勘
案
し
、
改
正
後
の
各
法
律
の
規
定
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
五
条
第
一
項
関
係
）

政
府
は
、
平
成
二
九
年
度
ま
で
に
、
社
会
福
祉

施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
制
度
に
関
し
、
総
合

的
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
実
施
の
状
況
を
勘

案
し
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
対
す
る

国
の
財
政
措
置
（
保
育
所
及
び
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
の
職
員
の
退
職
手
当
金
の
支
給
に
要
す

る
費
用
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）の
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
五
条

第
二
項
関
係
）

２

経
過
措
置
等

一
定
規
模
以
下
の
社
会
福
祉
法
人
は
、
施
行
日

か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
評

議
員
の
定
員
を
四
人
以
上
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
附
則
第
一
〇
条
関
係
）

二
の
施
行
の
日
の
前
に
退
職
し
た
者
、
同
日
前

に
障
害
者
支
援
施
設
等
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た

者
に
係
る
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
六
条
〜
第
二
九
条
関
係
）

及
び

の
ほ
か
、こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、

必
要
な
経
過
措
置
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係

法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

３

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
四
及
び
五
に
つ
い
て

は
公
布
の
日
か
ら
、
一
の
１
、３
、４（

に
限
る
。）、

５
（

を
除
く
。）及
び
６
、
二
並
び
に
三
に
つ
い
て

は
平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

二

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公

債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

趣
旨

最
近
に
お
け
る
国
の
財
政
収
支
が
著
し
く
不
均
衡

な
状
況
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
経
済
・
財
政
一
体
改

革
を
推
進
し
つ
つ
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
平
成
三
二

年
度
ま
で
の
間
の
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
年
度
に
お
け
る
公
債
の
発

行
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
条
関
係
）

２

特
例
公
債
の
発
行
期
間
等

財
政
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
発
行
す
る
公
債
の
ほ
か
、
平
成
二
八
年
度
か
ら

平
成
三
二
年
度
ま
で
の
間
の
各
年
度
の
一
般
会
計

の
歳
出
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
当
該
各
年
度
の

予
算
を
も
っ
て
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲

内
で
、
特
例
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

特
例
公
債
を
発
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
平

成
三
二
年
度
ま
で
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
に
向
け
て
経

済
・
財
政
一
体
改
革
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確

立
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
各
年
度
に
お
い
て
特

例
公
債
の
発
行
額
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
四
条
関
係
）

三

そ
の
他

１

経
過
措
置

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則

第
二
条
関
係
）

２

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
の
施
策
と
の
整
合
性

に
配
慮
し
た
復
興
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保

復
興
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
及
び
一
般
会
計

の
歳
出
の
財
源
の
確
保
が
相
互
に
密
接
な
関
連
を
有

す
る
こ
と
に
鑑
み
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
の

施
策
と
の
整
合
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
復
興
施
策
に
必

要
な
財
源
の
確
保
を
適
切
に
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附

則
第
三
条
関
係
）

四

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
法
律
第
二
二
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業

政
府
は
、
仕
事
と
子
育
て
と
の
両
立
に
資
す
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
と
し
て
、
児
童

福
祉
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
一
六
四
号
）
第
五
九

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
同
法
第

六
条
の
三
第
一
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す

る
も
の
そ
の
他
事
業
主
と
連
携
し
て
当
該
事
業
主
が

雇
用
す
る
労
働
者
の
監
護
す
る
乳
児
又
は
幼
児
の
保

育
を
行
う
業
務
に
係
る
も
の
の
設
置
者
に
対
し
、
助

成
及
び
援
助
を
行
う
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。（
第
五
九
条
の
二
第
一
項
関
係
）

全
国
的
な
事
業
主
の
団
体
は
、
仕
事
・
子
育
て
両

立
支
援
事
業
の
内
容
に
関
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対

し
て
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
五
九
条
の
二
第
二
項
関
係
）

２

基
本
指
針

内
閣
総
理
大
臣
が
策
定
す
る
基
本
指
針
の
記
載
事
項

に
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
六
〇
条
第
一
項
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び

第
五
号
関
係
）

３

拠
出
金

一
般
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
拠
出
金
の
対
象
事
業

に
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
を
追
加
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
六
九
条
第
一
項
関
係
）

拠
出
金
の
率
の
上
限
を
一
、
〇
〇
〇
分
の
二
・
五

以
内
に
引
き
上
げ
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
七
〇
条
第

二
項
関
係
）

４

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

５

施
行
期
日
等

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
九
年
法
律
第

二
三
号
）
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
項
及
び
第
四

項
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法

及
び
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の

公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
法
律
第
二
三
号
）（
財
務
省
）

一

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
一
部
改
正
関
係

１

復
興
債
の
償
還
費
用
の
財
源
等

平
成
二
八
年
度
か
ら
平
成
三
四
年
度
ま
で
の
間

に
お
い
て
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
投
資
勘
定
か

ら
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
債
整
理

基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。（
第
三
条
の
二
関
係
）

郵
政
民
営
化
法
第
三
六
条
第
一
一
項
の
規
定
に

よ
り
政
府
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た
日
本
郵
政
株
式
会

社
の
株
式
の
総
数
の
三
分
の
一
を
超
え
て
保
有
す

る
た
め
に
必
要
な
数
を
上
回
る
数
に
相
当
す
る
数

の
株
式
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
か
ら
無
償
で
国
債

整
理
基
金
特
別
会
計
に
所
属
替
を
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
五
条
の
二
関
係
）

の
繰
入
金
及
び
平
成
三
四
年
度
ま
で
に
生
じ

た
日
本
郵
政
株
式
会
社
の
株
式
処
分
収
入
に
つ
い

て
、
復
興
債
の
償
還
費
用
の
財
源
に
充
て
る
こ
と

と
し
た
。（
第
七
二
条
関
係
）

２

復
興
債
の
発
行
期
間
の
延
長

平
成
三
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、
財
政

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
復
興
費

用
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
予
算
を
も
っ
て

国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
復
興
債
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
九
条

関
係
）

３

そ
の
他

割
引
の
方
法
を
も
っ
て
発
行
さ
れ
た
復
興
債
に
つ

い
て
、
発
行
価
格
差
減
額
繰
入
れ
に
関
す
る
特
別
会

計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
か
ら
国
債
整
理
基
金

特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
四
条

関
係
）
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